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概  要 
アバランシェフォトダイオード（APD）を用いた低雑音・高感度なセンサー

を用いて、対象に対するイメージ信号を取得できる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

アバランシェフォトダイオードを用いた低雑音・高感度である特性を分光情報

や磁気情報に応用できる点に有意性がある。 

本技術の 

有用性 

低雑音・高感度が必要となる場所で有用。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

APD（低雑音・高感度を実現できる素子）と磁

気センサ（スパイラルコイル）を集積した回路で

ある。磁気センサの信号を APD で増幅する。こ

れらのセンサをアレイ化する事でイメージ（光・

磁気）を取得できるようになる。本試作 APD を

用いたフィルタレス分光イメージセンサも実現

できる。 

適用可能製品 
低雑音・高感度を必要とする各種イメージセンサに適用できる。 
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